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「北口雄幸道議と語る

青空の集い」のご案内

とき：９月８日（土）11時～

ところ：創成自治会館横 

会費：2,000円 

主催：北口雄幸後援会 

青空でジンギスカンを囲み

ながら、北口さんと語り合いま

せんか？ 

雨天時は、会場で肉などと交

換できます。 

【会券のお求め先】 

北口事務所（東３条北７丁目）

電話0165-22-3100

FAX0165-23-4356

                              

    マ
ス
コ
ミ
報
道
に
歓
声 

「
や
っ
た
〜
。
ト
ッ
プ
当
選

だ
」。
４
月
８
日
の
道
議
選
挙
の

開
票
作
業
が
進
み
、
各
地
で
票

が
出
だ
す
と
、
事
務
所
に
集
ま

っ
た
皆
さ
ん
か
ら
口
々
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
が
発
表

し
た
当
選
確
実
の
報
道
で
北
口

雄
幸
さ
ん
が
会
場
に
到
着
す
る

と
、
誰
か
ら
と
も
な
く
、
「
万

歳
！
万
歳
！
」
の
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。 

マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
北
口
新
道
議
は
、「
こ
の

よ
う
な
大
変
重
い
得
票
を

い
た
だ
き
、
郷
土
（
ふ
る

さ
と
）
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
今
日
の

よ
う
に
格
差
が
拡
大
し
、

地
域
の
悲
鳴
が
こ
の
よ
う

な
結
果
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
こ
の
声
を

道
政
に
届
け
る
た
め
頑
張

り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ダ
ル
マ
に
勝

利
を
表
す
「
ｖ
」
を
入
れ
、

ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
し
ま
し

た
。 

一
期
生
（
会
派
）
の
会
長
に 

北
口
さ
ん
は
、
民
主
党
・
道

民
連
合
（
所
属
議
員
は
40
名
）

に
所
属
し
、
一
期
生
11
名
の
会

長
に
選
出
さ
れ
、

会
派
の
副
幹
事
長

に
就
任
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
委
員
会

は
、
総
合
企
画
委

員
会
、
少
子
・
高

齢
社
会
対
策
特
別

委
員
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。 

参
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
か
ら
も
、

北
口
さ
ん
の
活
躍

に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

郷土
ふ る さ と

の温かさに感謝 
27，454票の重み、地域格差解消に全力 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発行:北口雄幸事務所

士別市東３条北７丁目

Tel0165-22-3100

fax0165-23-4356

士
別
市
後
援
会
長
に
小
貫
氏
就
任 

北
口
雄
幸
さ
ん
の
政
治
活
動

を
支
え
よ
う
と
、
士
別
市
後
援
会

が
組
織
さ
れ
、
北
口
さ
ん
の
地
元

自
治
会
長
で
あ
る
、
小
貫
勝
太
郎

さ
ん
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幹
事
長
に
は
上
士
別
農

民
連
盟
書
記
長
で
あ
る
寺
島
栄

一
さ
ん
、
事
務
局
長
に
は
木
内

之
次
さ

ん
が
そ

れ
ぞ
れ

就
任
し

ま
し
た
。

【
小
貫
会
長
の
談
話
】
こ
の
度
、

北
口
雄
幸
さ
ん
の
士
別
市
後
援

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で

あ
り
ま
す
。 

北
口
さ
ん
は
、
私
の
後
継
者
と

し
て
昨
年
士
別
市
議
会
議
員
に

ト
ッ
プ
で
当
選
さ
れ
、
今
回
、
道

議
会
議
員
と
し
て
も
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
ま
じ
め
で
実
直
な
方
で

す
の
で
、
私
も
一
生
懸
命
お
支
え

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

当
選
確
実
の
連
絡
を
受
け
、
ダ
ル
マ
に

「
Ｖ
」
を
入
れ
る
北
口
雄
幸
新
道
議 

ホームページ開設。ブログも毎日更新中！ 
http://y-kitaguchi.net/ 
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傍
聴
の
中
、
初
の
一
般
質
問 

初
め
て
の
本
格
議
会
と
な
る

平
成
19
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
15
日
開
会
し
、
会
期
を
７
月

10
日
ま
で
の
25
日
間
と
す
る

こ
と
を
決
定
。
開
会
に
先
立
ち
、

高
橋
知
事
か
ら
道
政
執
行
方
針

及
び
補
正
予
算
に
関
す
る
提
案

説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

６
月
15
日
か
ら
の
代
表
質
問

に
引
き
続
き
、
21
日
か
ら
は
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
初
日
の
６

人
目
と
し
て
北
口
道
議
が
登
壇

し
ま
し
た
。 

地
元
か
ら
駆
け
つ
け
た
、
25

名
の
傍
聴
の
皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
堂
々
と
し
た
質
問
に
、
議

場
全
体
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま

し
た
。 

北
口
さ
ん
の
質
問
と
答
弁
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 自
治
体
財
政
の
現
状
と
支
援
は 

問 

自
治
体
財
政
健
全
化
法
が

成
立
し
た
。
法
の
特
徴
は
連

結
決
算
制
度
で
あ
り
、
第
三

セ
ク
タ
ー
を
含
め
た
借
入
金

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
だ
が
、
道
内
自
治
体
が
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
想

定
し
て
い
る
の
か
。 

答 

具
体
の
基
準
が
政
省
令
に

て
定
ま
る
ま
で
は
対
象
自
治

体
や
健
全
化
計
画
策
定
の
必

要
性
が
明
ら
か
で
な
い
が
、

実
質
赤
字
が
生
じ
て
い
る
市

町
村
は
制
度
適
用
の
20

年

度
決
算
を
待
つ
こ
と
な
く
、

早
期
に
自
主
的
な
健
全
化
の

取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ

る
。 

問 

市
町
村
立
病
院
は
深
刻
な

医
師
不
足
に
加
え
、
不
採
算

と
な
る
緊
急
部
門
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
な
ど
、
財
政
の

立
て
直
し
を
図
ろ
う
に
も
支

出
削
減
が
限
界
だ
。
病
棟
閉

鎖
や
再
編
に
よ
り
医
業
収
益

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
中
、

閉
鎖
病
棟
の
管
理
費
や
償
還

費
は
払
い
続
け
ざ
る
を
得
ず

累
積
不
良
債
務
は
増
え
る
ば

か
り
だ
。
知
事
は
こ
の
現
状

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

答 

17
年
度
決
算
で
は
84
病

院
事
業
の
う
ち
61

事
業
で

経
常
収
支
の
赤
字
、
20
事
業

で
不
良
債
権
が
生
じ
額
も
増

加
の
状
況
に
あ
る
。
病
院
事

業
の
経
営
状
況
は
自
治
体
財

政
や
住
民
生
活
に
及
ぼ
す
影

響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
医

師
・
看
護
師
の
確
保
と
と
も

に
国
に
必
要
な
財
政
措
置
を

求
め
る
な
ど
、
早
期
の
健
全

化
が
計
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。 

問 

自
治
体
病
院
を
守
る
た
め

に
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
や

医
師
標
準
数
の
弾
力
化
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
配
慮
し
た

対
策
を
国
に
求
め
る
べ
き
だ
。 

答 

こ
れ
ま
で
も
診
療
報
酬
の

適
切
な
見
直
し
や
医
師
標
準

数
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
全

国
知
事
会
と
も
連
携
し
て
国

に
要
望
し
て
お
り
、
今
後
と

も
強
く
働
き
か
け
る
。 

問 

香
川
県
で
は
市
立
病
院
を

救
済
す
る
た
め
、
自
治
振
興

資
金
と
し
て
貸
し
付
け
し
、

不
良
債
務
を
解
消
し
た
例
が

あ
る
。
北
海
道
に
お
い
て
も

市
町
村
振
興
基
金
条
例
の
一

部
を
緩
和
し
、
低
利
で
貸
し

付
け
る
な
ど
、
市
町
村
立
病

院
を
支
援
・
救
済
す
べ
き
だ
。 

答 

病
院
事
業
の
不
良
債
務
解

消
を
目
的
と
し
て
貸
付
を
行

な
う
こ
と
は
、
地
方
債
制
度

面
や
基
金
規
模
な
ど
か
ら
課

題
が
あ
る
。
道
と
し
て
は
引

き
続
き
、
国
に
対
し
必
要
な

事
項
を
提
案
・
要
望
す
る
。 

問 

北
海
道
厚
生
連
は
自
治
体

に
対
し
、
従
来
の
赤
字
補
填

の
３
分
の
２
の
額
か
ら
全
額

へ
と
求
め
て
お
り
、
全
額
補

填
が
無
理
な
ら
ば
無
床
診
療

所
へ
の
転
換
を
進
め
る
と
い

う
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
負

担
増
か
規
模
縮
小
か
の
選
択

に
不
安
と
戸
惑
い
を
隠
せ
な

い
実
態
だ
。
自
治
体
病
院
を

持
つ
市
町
村
と
同
様
に
、
厚

生
連
な
ど
公
的
病
院
に
交
付

税
措
置
す
べ
き
だ
。 

答 

公
的
医
療
機
関
に
対
す
る

市
町
村
負
担
の
交
付
税
措
置

平
成
19
第
２
回
定
例
道
議
会
（
６
月
15
日
〜
７
月
10
日
）

医
師
不
足
に
よ
る
自
治
体 

財
政
支
援
策
な
ど
を
提
言 
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を
国
に
要
望
し
て
お
り
、
引

き
続
き
行
な
う
。 

障
害
者
手
帳
の
早
期
交
付
を 

問 

交
付
申
請
に
係
る
認
定
事

務
に
お
い
て
、
市
町
村
で
の

申
請
か
ら
支
庁
に
進
達
す
る

間
に
認
定
日
が
異
な
る
実
態

が
あ
る
。
手
帳
の
効
力
を
申

請
日
か
ら
と
す
る
よ
う
取
り

扱
い
を
統
一
す
べ
き
だ
。 

答 

法
で
は
審
査
の
結
果
認
め

た
場
合
に
交
付
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
申
請
し
て
も
認
め

ら
れ
な
い
可
能
性
を
勘
案
す

れ
ば
、
制
度
上
、
効
力
を
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
は
困
難
。
今

後
も
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

て
迅
速
な
事
務
処
理
を
進
め
、

可
能
な
限
り
速
や
か
な
交
付

に
努
め
る
。 

ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
を 

問 

15

年
か
ら
ア
ラ
イ
グ
マ

対
策
進
め
て
い
る
が
、
生
息

状
況
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

の
か
。 

答 

18
年
11
月
現
在
で
は
全

道
１
２
０
市
町
村
に
て
生
息

が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
道
央

を
中
心
に
道
東
や
道
北
に
も

生
息
域
が
拡
大
し
て
い
る
。 

問 

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
産

物
の
被
害
状
況
は
。 

答 

平
成
５
年
に
初
め
て
被
害

が
報
告
さ
れ
、
10
年
以
降
は

毎
年
３
千
万
円
以
上
の
被
害

報
告
、
17
年
度
は
４
千
８
百

万
円
と
な
っ
た
。
被
害
の
あ

っ
た
市
町
村
は
10

年
度
の

13
か
ら
17
年
度
に
は
23
と

な
っ
た
。 

問 

18

年
度
行
動
計
画
で
は

緊
急
捕
獲
数
を
年
間
２
千
頭

と
し
、
そ
の
半
数
を
６
月
ま

で
と
し
た
が
、
昨
年
の
実
績

と
今
年
度
の
目
標
は
。 

答 

18
年
10
月
現
在
で
１
０

５
９
頭
と
な
っ
て
い
る
。
19

年
度
は
被
害
の
低
減
化
及
び

生
息
域
拡
大
阻
止
を
掲
げ
、

野
外
か
ら
の
排
除
に
向
け
最

大
限
の
捕
獲
に
取
り
組
ん
で

い
る
。 

問 

農
産
物
を
中
心
と
し
た
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
対

策
す
る
の
か
。 

答 

野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ

を
全
て
の
排
除
に
は
粘
り
強

い
捕
獲
の
継
続
が
重
要
だ
。

18
年
４
月
に
新
た
に
策
定
し

た
計
画
に
基
づ
き
、
国
や
市

町
村
、
農
協
等
と
連
携
し
一

層
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。 

道
立
自
然
公
園
の
保
全
を 

問 

天
塩
岳
道
立
自
然
公
園
は

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
り
入
れ

の
規
制
対
象
で
は
な
い
た
め
、

愛
好
家
が
入
っ
て
い
る
現
状

に
あ
り
、
自
然
環
境
に
対
す

る
影
響
が
心
配
だ
。
道
立
自

然
公
園
の
規
制
の
状
況
は
。 

答 

規
制
地
区
指
定
は
乗
り
入

れ
が
相
当
程
度
行
な
わ
れ
、

そ
の
た
め
に
植
生
や
野
生
動

物
の
生
息
・
生
育
環
境
破
壊

等
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
地

区
、
ま
た
将
来
、
被
害
が
予

想
さ
れ
る
地
区
を
対
象
と
し

て
い
る
。
現
在
、
12
の
道
立

自
然
公
園
の
う
ち
６
箇
所
・

12
地
区
を
指
定
し
て
い
る
。 

問 

自
然
を
後
世
に
残
す
た
め

に
も
、
天
塩
岳
道
立
自
然
公

園
へ
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
等
の

乗
り
入
れ
規
制
を
強
く
求
め

る
。 

答 

地
元
市
町
村
や
山
岳
会
等

の
協
力
を
得
て
、
実
態
把
握

や
動
植
物
の
影
響
を
勘
案
し
、

検
討
す
る
。 

【
再
質
問
】
も
っ
と
支
援
を 

問 

自
治
体
病
院
の
健
全
化
に

向
け
た
知
事
の
姿
勢
・
取
組

方
針
が
全
く
見
え
な
い
。
言

葉
だ
け
で
は
病
院
の
経
営
は

改
善
し
な
い
。 

答 

支
庁
と
市
町
村
で
構
成
す

る
検
討
組
織
を
設
置
し
、
実

態
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
経

営
健
全
化
法
策
を
検
討
す
る
。

関
係
部
が
連
携
し
、
病
院
事

業
及
び
市
町
村
財
政
の
健
全

化
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。 

【
指
摘
】
地
域
に
配
慮
を 

▼
地
域
住
民
の
思
い
を 

自
治
体
病
院
広
域
化
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
集
約
さ
れ
る

側
の
思
い
、
そ
こ
に
住
む
住
民

や
患
者
の
思
い
も
含
め
た
議
論

を
十
分
行
な
う
よ
う
強
く
求
め

る
。 

▼
障
が
い
者
に
配
慮
を 

他
の
都
府
県
の
取
り
扱
い
の

実
態
も
調
査
し
、
障
が
い
者
に

配
慮
し
、
一
日
も
早
く
交
付
で

き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
だ
。 

採
択
さ
れ
た
決
議
と
意
見
書 

【
決
議
】 

●
道
州
制
特
区
の
推
進
に
よ
り

北
海
道
の
自
立
的
発
展
を
目

指
す
決
議 

【
意
見
書
】 

◆
年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
意
見
書 

◆
地
方
自
治
体
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書 

◆
タ
ク
シ
ー
事
業
の
規
制
緩
和

に
関
す
る
意
見
書 

◆
義
務
教
育
の
機
会
均
等
の
確

保
と
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書 

◆
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
・
日
豪
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書 

◆
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書 

農
作
物
の
被
害
が
増
え
、
早
期

対
策
が
待
た
れ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
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北
口
さ
ん
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 ◆
４
月
29
日
【
街
頭
報
告
】
▼

民
主
党
と
し
て
の
「
街
頭
国
政

道
政
報
告
」
を
今
日
か
ら
４
日

間
か
け
て
、
管
内
全
市
町
村
で

行
う
予
定
だ
。
街
頭
報
告
に
は
、

佐
々
木
隆
博
代
議
士
も
同
行
し

て
く
れ
、
国
政
と
道
政
の
報
告

を
し
て
い
る
。
▼
士
別
市
朝
日

町
で
は
、
移
動
の
車
中
か
ら
地

元
の
伊
藤
隆
雄
市
議
に
司
会
の

依
頼
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
短

時
間
で
多
く
の
支
持
者
を
集
め

て
い
た
だ
き
、
大
変
感
激
し
た
。

本
当
に
申
し
訳
け
な
く
思
っ
て

い
る
が
、
人
が
い
る
と
報
告
に

も
力
が
入
る
。
明
日
か
ら
は
、

上
川
中
部
の
予
定
だ
。 

◆
５
月
24
日
【
西
岡
ダ
ム
定
礎

式
】
▼
北
海
道
と
剣
淵
町
が
剣

淵
町
西
岡
地
区
に
建
設
中
の
西

岡
ダ
ム
の
定
礎
式
と
修
祓
式
に

参
加
し
た
。
西
岡
ダ
ム
は
、
下

流
へ
の
治
水
と
剣
淵
町
へ
の
水

道
水
の
確
保
と
い
う
目
的
で
、

平
成
21
年
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ダ
ム
工
事
に
お
け
る
定
礎

式
は
、
ダ
ム
の
本
格
的
な
築
造

に
際
し
、
礎
石
を
供
え
て
ダ
ム

の
永
久
堅
固
と
安
泰
を
祈
願
す

る
行
事
で
、
ダ
ム
工
事
で
は
一

番
神
聖
な
儀
式
ら
し
い
。
（
中

略
）
▼
こ
の
式
典
に
は
、
地
元

の
チ
ア
リ
ー
デ
ン
グ
の
子
供
た

ち
や
剣
淵
屯
田
太
鼓
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
、
花
を
添
え
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
、
無
事
故
で

早
期
の
完
成
を
願
い
た
い
と
思

う
。 

◆
６
月
10
日
【
川
西
地
区
で
集

中
豪
雨
被
害
】
▼
（
前
略
）
10
日
、

朝
起
き
る
な
り
川
西
地
区
に
向

か
っ
た
、
取
り
急
ぎ
、
中
の
島

地
区
に
向
か
っ
た
。
こ
の
地
区

に
は
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け

た
農
家
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）
▼
被
災
さ
れ
た
農
家

の
方
々
と
お
話
し
を
し
た
。
皆

さ
ん
口
々
に
、「
長
年
農
業
を
し

て
き
て
が
こ
ん
な
被
害
は
初
め

て
だ
」
と
。
そ
し
て
、
あ
る
方

が
語
っ
た
、「
昔
の
人
は
、
表
土

が
流
れ
な
い
よ
う
に
、
途
中
に

木
を
植
え
た
り
麦
な
ど
を
植
え

た
。
面
積
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
木

を
切
り
、
作
業
効
率
を
高
め
る

た
め
一
面
同
じ
作
物
に
し
た
。

そ
の
こ
と
が
被
害
を
拡
大
し
た
。

ま
さ
に
人
災
だ
」。
そ
し
て
別
の

方
が
語
っ
た
、「
今
年
で
開
基
百

年
を
向
か
え
る
、
昔
に
帰
れ
ッ

て
こ
と
か
な
」
と
つ
ぶ
や
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。 

◆
７
月
８
日
【
あ
さ
ひ
小
規
模
作

業
所
感
謝
祭
】
▼
「 

自
然
の
恵

み
と
支
援
の
輪
！
あ
り
が
と

う
」
▼
こ
れ
は
、
あ
さ
ひ
小
規

模
作
業
所
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
い
つ
も
口
に

す
る
言
葉
だ
。
▼
あ
さ
ひ
小
規

模
作
業
所
は
、
６
名
の
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
方
々
を

支
え
る
た
め
、
自
然
の
恵
み
で

あ
る
「
蕗
（
ふ
き
）」
や
「
笹
（
さ

さ
）
を
」
加
工
販
売
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

朝
日
町
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々

だ
。
▼
こ
の
言
葉
は
、
自
然
の

恵
み
に
対
す
る
感
謝
と
障
が
い

者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
な
の
だ
ろ

う
。
私
も
、
こ
の
言
葉
を
心
に

刻
み
、
人
の
優
し
さ
と
あ
り
が

た
さ
、
自
然
に
感
謝
す
る
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記 

【
ひ
と
り
ご
と
】 

◆
参
議
院
議
員
選
挙
で
、
民
主

党
に
大
き
な
力
を
い
た
だ
き
、

参
議
院
で
は
与
野
党
が
逆
転
し

た
。
◆
こ
れ
で
政
治
の
流
れ
も

大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
い
や
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
２
大
政
党
時
代
に
向
か
い
、

緊
張
感
を
も
て
る
議
席
で
な
け

れ
ば
民
意
は
反
映
さ
れ
な
い
と

思
う
。
▼
総
選
挙
は
、
年
内
か

遅
く
と
も
来
春
に
は
行
わ
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
予
想
さ
れ

る
総
選
挙
は
大
変
重
要
な
選
挙

だ
。
私
も
一
生
懸
命
頑
張
る
決

意
で
す
。

 
 

（
ゆ
う
こ
う
）

中川町で街頭報告 

剣淵西岡ダム定礎式

集中豪雨で被害を受けた玉葱畑 ボランティアの方が作った「屋台」で撮影 


